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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
は
、
平

成
28
年
申
歳
の
新
年
を
健
や
か
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
本
商
工
会
議
所
は
、
創

立
１
２
３
年
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、「
創
立
１
２
３
周
年
記
念

　

会
員
大
会
」
を
10
月
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
大
会
で
は
約
千
人
の

会
員
様
や
多
く
の
ご
来
賓
を
迎

え
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
会
員
の
皆
様
と
絆
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
会
頭
就
任
時
、「
県
南

50
万
都
市
圏
推
進
研
究
会
」「
産

業
振
興
（
６
次
化
産
業
）
推
進
研

究
会
」「
郷
土
偉
人
顕
彰
推
進
研

究
会
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
、
産
業
振
興
の
た
め
設
置
し

た
「
産
業
振
興
（
６
次
化
産
業
）

推
進
研
究
会
」
に
お
い
て
、
栃
木

県
酒
造
組
合
の
協
力
の
も
と
、
昨

年
７
月
イ
タ
リ
ア
（
ロ
ー
マ
・
ナ

ポ
リ
）
に
て
、『
栃
木
県
産
地
酒

海
外
試
飲
会
』
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
試
飲
会
で
は
、
栃
木
県
及

び
在
イ
タ
リ
ア
大
使
館
後
援
の
も

と
、
バ
イ
ヤ
ー
等
約
千
人
が
参
加

し
、
今
後
の
海
外
で
の
県
産
日
本

酒
の
認
知
度
向
上
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
栃
木
市
内
の
消
費
を
喚

起
さ
せ
、
中
小
商
業
者
の
活
性
化

を
促
し
、
併
せ
て
地
元
消
費
者
の

利
便
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付
し
た
総

額
６
億
円
「
栃
木
市
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
」
を
栃
木
市
内
５
商
工

会
と
共
催
に
て
発
行
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
商
品
券
は
即
日

完
売
と
な
り
、
消
費
拡
大
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　
国
内
に
お
い
て
は
安
倍
政
権

が
、「
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現

に
向
け
た
緊
急
対
策
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

関
連
政
策
大
綱
」
な
ど
強
い
経
済

を
実
現
す
る
た
め
の
諸
政
策
が
打

ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
今
年
度
、
国
の
『
経
営

発
達
支
援
計
画
』
認
定
に
向
け
て

の
計
画
策
定
に
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
地
域
企
業
の
後
継
者

や
若
手
経
営
者
の
育
成
と
経
営
力

の
向
上
等
を
目
的
に
平
成
27
年
度

よ
り
３
か
年
計
画
で
「
第
二
創
業

塾
」
を
開
講
し
、
30
名
の
受
講
者

に
よ
り
、
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
て
新
規
事
業
等
の
具
現
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　
私
も
会
頭
職
一
期
目
の
最
終
年

を
迎
え
、
日
々
そ
の
重
責
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
引

き
続
き
、『
商
工
会
議
所
の
継
続

性
と
更
な
る
発
展
、
並
び
に
会
員

事
業
所
の
笑
顔
の
た
め
に
』
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
地
域
経
済
発

展
の
た
め
積
極
的
に
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
事
業
所
の
皆
様

の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

迎
春
２
０
１
６
会
頭
あ
い
さ
つ

栃
木
商
工
会
議
所

　
会
頭

　
大

　
川

　
吉

　
弘

と
ち
介
商
品
券
の
有
効
期
限
は
、
１
月
31
日
㈰
迄
（
詳
細
は
折
り
込
み
チ
ラ
シ
）

迎 春
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常 

議 

員

専
務
理
事

副 

会 

頭

会
　
　
頭
　
謹 

賀 

新 

年 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
　
　
（
敬
称
略
）

㈱
栃
木
こ
す
も
す

　
取
締
役
会
長

横
　
地
　
金
　
治

白
沢
電
気
㈱

　
代
表
取
締
役
社
長

白
　
澤
　
正
　
弘

栃
木
商
工
会
議
所

和
　
賀
　
良
　
紀

栃
木
信
用
金
庫

　
理
事
長

伏
　
木
　
昌
　
人

北
関
酒
造
㈱

　
代
表
取
締
役
社
長

小
田
垣
　
俊
　
郎

㈱
大
木
組

　
代
表
取
締
役
会
長

大
　
木
　
　
　
和

㈱
ア
サ
ヒ
ド
ー

　
代
表
取
締
役
社
長

笠
　
原
　
孝
　
之

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱

　
取
締
役
名
誉
会
長

大
　
川
　
吉
　
弘

坂
本
産
業
㈱

　
代
表
取
締
役
会
長

坂
　
本
　
邦
　
男

滝
沢
ハム
㈱

　
代
表
取
締
役

瀧
　
澤
　
太
　
郎

栃
木
石
油
㈱

　
代
表
取
締
役

田
　
村
　
惠
　
昭

㈱
永
田
製
作
所

　
代
表
取
締
役
社
長

永
　
田
　
　
　
章

栃
木
市
商
店
会
連
合
会

　
会
長

佐
　
山
　
俊
　
朗

㈱
ス
ク
ラ
ム
フ
ー
ズ

　
代
表
取
締
役
会
長

小
　
池
　
弘
　
介

須
田
商
事
㈱

　
取
締
役
会
長

須
　
田
　
安
　

栃
木
冷
暖
工
業
㈱

　
取
締
役
会
長

佐
々
木
　
靖
　
雄

㈱
西
畑
建
材
店

　
代
表
取
締
役

西
　
畑
　
延
　
行

㈱
丸
森

　
代
表
取
締
役

中
新
井
　
宏
　
之

金
朝
商
事
㈱

　
代
表
取
締
役
会
長

茂
　
呂
　
　
　
章

㈱
足
利
銀
行
栃
木
支
店

　
支
店
長

永
　
山
　
雅
　
浩

Ｇ
Ｋ
Ｎ
ド
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱

　
人
事
副
部
長

大
　
広
　
清
　
剛

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

　
取
締
役
会
長

荒
　
金
　
憲
　
一

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
㈱

　
総
務
部
長

山
　
内
　
一
　
生

㈱
ニ
ッ
コ
ー
ク
リ
エ
ー
ト

　
代
表
取
締
役
社
長

津
布
久
　
　
　
茂

青
木
ソ
バ
粉
㈱

　
代
表
取
締
役

青
　
木
　
良
　
一

シ
マ
ダ
㈱

　
代
表
取
締
役

嶋
　
田
　
完
　
治

㈱
ア
ス
ワ
ン

　
代
表
取
締
役
会
長

若
　
菜
　
秀
　
夫

両
毛
印
刷
㈱

　
取
締
役
会
長

松
　
本
　
欣
　
也

議
　
　
員

栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
㈱
　
取
締
役
会
長

若
　
林
　
芳
　
明

㈲
加
藤
虎
之
助
商
店
　
代
表
取
締
役

加
　
藤
　
祐
　
司

㈱
土
谷
龍
治
郎
商
店
　
代
表
取
締
役
社
長

土
　
谷
　
一
　
郎

㈱
マロ
ニ
エ

　
代
表
取
締
役

萩
　
原
　
良
　
和

㈱
柏
倉
温
泉
太
子
館

　
会
長

大
阿
久
　
岩
　
人

伊
藤
電
機
㈱

　
代
表
取
締
役

伊
　
藤
　
紘
　
八

大
正
紙
器
㈱

　
取
締
役
会
長

谷
　
中
　
宏
太
郎

㈱
栃
木
県
南
自
動
車
学
校

　
取
締
役
会
長

癸
生
川
　
敏
　
郎

小
野
口
商
事
㈱

　
代
表
取
締
役

小
野
口
　
美
　
治
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監
　
　
事

相 

談 

役

井
上
㈱

　
顧
問

井
　
上
　
　
　
章

㈱
上
原
園

　
代
表
取
締
役
会
長

早
乙
女
　
　
　
勇

関
東
信
越
税
理
士
会
栃
木
支
部

　
相
談
役

藤
　
沼
　
康
　
雄

平
　
野
　
正
　
之

前
副
会
頭

永
　
山
　
清
　
助

元
副
会
頭

田
　
村
　
佐
　
重

元
副
会
頭

栗
　
原
　
義
　
彦

元
副
会
頭

議
　
　
員

松
金
化
学
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役

松
　
本
　
　
　
稔

ワ
タ
レ
イ
㈱
　
代
表
取
締
役

渡
　
邊
　
嘉
　
一

栃
木
木
材
㈿
　
代
表
理
事

栃
　
木
　
孝
　
夫

㈲
ケ
イ
エ
ス
自
動
車
整
備
工
場
　
代
表
取
締
役

関
　
口
　
　
　
稔

㈱
セ
レ
モ
ー
ル
　
取
締
役
会
長

片
　
柳
　
　
　
均

㈲
栃
木
地
区
浄
化
槽
公
社
　
代
表
取
締
役

柏
　
崎
　
和
　
己

ひ
ざ
つ
き
製
菓
㈱
　
代
表
取
締
役

膝
　
附
　
武
　
男

㈲
田
村
金
物
商
店
　
代
表
取
締
役

田
　
村
　
和
　
洋

㈱
メ
ディ
カ
ル
グ
リ
ー
ン
　
代
表
取
締
役

大
　
澤
　
光
　
司

茂
木
機
工
㈱
　
代
表
取
締
役

茂
　
木
　
広
　
至

小
又
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役

小
　
又
　
正
　
和

㈱
ツ
カ
ダ
　
代
表
取
締
役

塚
　
田
　
和
　
克

㈱
小
藤
製
作
所
　
代
表
取
締
役

小
　
藤
　
有
　
彦

日
ノ
出
印
刷
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

福
　
田
　
昌
　
弘

サ
ン
ト
リ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ツ
㈱
梓
の
森
工
場
　
工
場
長

璒
美
川
　
寿
　
夫

㈱
栃
木
銀
行
栃
木
支
店
　
支
店
長

古
　
森
　
淑
　
幹

マ
イ
コ
ー
ル
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

臼
　
井
　
　
　
均

岡
田
石
灰
工
業
㈱
　
常
務
取
締
役

猿
　
山
　
　
　
貴

㈱
第
一
住
宅
　
監
査
役

海
老
沼
　
康
　
秀

栃
木
ア
ン
カ
ー
工
業
㈱
　
取
締
役
副
社
長

青
　
木
　
紀
　
郎

栃
木
乳
業
㈱
　
代
表
取
締
役

松
　
倉
　
敬
　
士

㈲
ナ
ガ
サ
ワ
　
代
表
取
締
役

長
　
澤
　
厚
　
史

㈱
群
馬
銀
行
栃
木
支
店
　
支
店
長

斉
　
藤
　
秀
　
之

栃
木
ガ
ス
㈱
　
取
締
役
社
長

後
　
藤
　
忠
　
之

福
富
税
務
会
計
事
務
所
　
所
長
税
理
士

福
　
富
　
正
　
浩

㈱
ヤ
オ
ハ
ン
　
代
表
取
締
役
社
長

財
　
田
　
忠
　
典

㈲
森
川
自
動
車
　
取
締
役

森
　
川
　
　
　
武

㈱
共
同
プ
ロ
保
険
事
務
所
　
代
表
取
締
役
会
長

寺
　
内
　
治
　
雄

㈱
染
谷
商
事
　
取
締
役
会
長

染
　
谷
　
芳
　
宏

㈱
板
倉
製
作
所
　
代
表
取
締
役

板
　
倉
　
勇
　
作

森
戸
運
送
㈲
　
専
務

森
　
戸
　
忠
　
広

岩
下
食
品
㈱
　
代
表
取
締
役

岩
　
下
　
和
　
了

㈱
正
和
　
代
表
取
締
役
社
長

平
　
野
　
和
　
正
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
昨
年
の
世
界
の
動
向
は
、

ギ
リ
シ
ャ
問
題
、
中
国
経
済

の
新
常
態
へ
の
移
行
、
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
下

落
、
シ
リ
ア
問
題
な
ど
、
世

界
経
済
を
揺
る
が
す
問
題
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。
新
興
国

経
済
が
低
迷
す
る
中
で
、
相

対
的
に
先
進
国
経
済
は
底
堅

く
、
米
国
経
済
は
好
調
に
推

移
し
、
昨
年
の
世
界
経
済
全

体
は
緩
や
か
な
回
復
と
な
り

ま
し
た
。
本
年
は
、
米
国
が

い
よ
い
よ
金
融
緩
和
の
出
口

戦
略
に
入
り
、
中
国
経
済
の

先
行
き
の
不
透
明
さ
と
合
わ

せ
て
、
新
興
国
経
済
に
力
強

さ
が
う
か
が
え
な
い
な
ど
、

世
界
経
済
の
回
復
は
今
年
も

緩
慢
な
も
の
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
み
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　
一
方
で
、
わ
が
国
経
済

は
、
よ
う
や
く
デ
フ
レ
脱
却

へ
の
道
筋
が
見
え
、
昨
年
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
や
訪
日

観
光
客
の
増
加
、
さ
ら
に
、

昨
年
後
半
か
ら
は
、
企
業
の

設
備
投
資
も
拡
大
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
国

民
・
経
済
界
が
将
来
に
向
け

て
明
る
い
展
望
を
持
て
る
期

待
感
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
来
年
４
月
に
は

消
費
税
率
が
10
％
に
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
か
ら
、
本
年
後
半

に
は
あ
る
程
度
の
駆
け
込
み

需
要
が
発
生
す
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
将
来
の
日
本
の
持
続
的
な

成
長
を
成
し
遂
げ
て
い
く
た

め
に
は
、
50
年
後
の
人
口

１
億
人
の
維
持
を
目
標
と
す

る
抜
本
的
な
少
子
化
対
策
、

働
く
意
欲
を
持
っ
た
高
齢
者

と
女
性
の
労
働
参
加
を
促
進

す
る
労
働
改
革
、
日
本
の
食

の
魅
力
と
安
全
を
世
界
に
発

信
す
る
強
い
農
業
へ
の
転
換

な
ど
、
構
造
改
革
の
推
進
が

い
ず
れ
も
待
っ
た
な
し
の
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
財

源
の
た
め
に
は
、
税
と
社
会

保
障
の
一
体
改
革
の
実
現
も

急
務
と
な
り
ま
す
。

　
わ
が
国
は
、
幸
い
な
こ
と

に
安
定
政
権
の
下
で
、
政
策

を
継
続
的
か
つ
粘
り
強
く
実

行
す
る
体
制
に
あ
り
ま
す
。

日
本
再
生
の
た
め
に
は
、
改

革
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
を

明
示
し
、
国
民
に
そ
の
必
要

性
を
説
明
し
、
説
得
し
続
け

る
こ
と
で
改
革
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
中

で
、
商
工
会
議
所
と
い
た
し

ま
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
軸
足
を
置
い
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
か
考
え
ま
す

と
、
全
国
５
１
４
の
商
工
会

議
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、
関
係
者
と
緊
密
に
連
携

し
な
が
ら
地
域
の
将
来
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
地
方
創
生
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。
特

に
「
観
光
」
や
「
も
の
づ
く

り
」
な
ど
地
域
の
強
み
を
生

か
す
活
動
に
は
、
商
工
会
議

所
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
地
方
創
生
の
切
り

札
と
し
て
期
待
さ
れ
る
観
光

分
野
で
は
、
外
国
人
観
光
客

は
、
一
昨
年
に
１
３
０
０
万

人
を
超
え
、
昨
年
は
約

１
９
０
０
万
人
と
急
激
に
増

加
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に

２
０
０
０
万
人
と
い
う
当
初

の
目
標
を
前
倒
し
で
達
成
す

る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
、
外
国
人
の
み
な
ら
ず
国

内
の
観
光
客
を
引
き
付
け
る

た
め
に
は
、
デ
ー
ビ
ッ
ド
・

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
の
『
新
・

観
光
立
国
論
』
に
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、「
文
化
」

「
気
候
」「
自
然
」「
食
事
」

の
四
大
要
素
を
軸
と
し
て
、

地
域
が
独
自
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
地
域
間
の

連
携
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
新
た
な
目
標
設

定
と
と
も
に
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
の
解
消
と
観
光
消
費
の
効

果
を
得
る
た
め
の
現
実
的
な

対
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
次
に
、
観
光
と
並
ん
で
日

本
の
強
み
を
生
か
す
分
野
に

製
造
業
が
あ
り
ま
す
。
六
重

苦
が
徐
々
に
解
消
さ
れ
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
に
よ
り
、

国
内
立
地
の
競
争
力
は
改
善

傾
向
に
あ
り
、
新
し
い
も
の

づ
く
り
立
国
を
構
築
す
る
好

機
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

11
月
に
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
策

大
綱
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
活
用
し
た
中
小
企
業

と
農
業
の
輸
出
促
進
支
援
策

も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
地
方

創
生
に
も
大
い
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
１

～
２
年
後
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
発

効
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、

こ
れ
ま
で
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に

取
り
組
ん
で
い
な
か
っ
た
企

業
で
も
、
ど
の
よ
う
に
活
用

で
き
る
か
、
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
特
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

で
は
日
本
の
農
業
を
強
い
産

業
に
変
革
し
て
い
く
と
と
も

に
、
日
本
の
農
産
品
・
食
品

の
輸
出
拡
大
に
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
日
本
再
生
と
い

う
点
で
は
、
本
年
３
月
で
震

災
か
ら
６
年
目
に
入
る
被
災

地
の
復
興
の
歩
み
も
加
速
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
日
も
早
い
本
格
復
興
に
向

け
て
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
支
援
を
着
実
に
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
地

方
創
生
の
主
役
は
、
わ
れ
わ

れ
自
身
で
あ
り
、
明
る
い
未

来
を
切
り
開
く
気
概
を
持
っ

た
わ
れ
わ
れ
の
一
歩
が
日
本

再
出
発
の
推
進
力
と
な
り
ま

す
。
自
信
を
持
っ
て
前
を
向

き
、
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
28
年
新
年
の
ご
挨
拶

平
成
28
年
新
年
の
ご
挨
拶

日
本
商
工
会
議
所

�

会
頭
　
三
　
村
　
明
　
夫

（
一
社
）
栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会

�

会
長
　
北
　
村
　
光
　
弘

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
年
明
け
か
ら
数
ヶ

月
間
は
、
低
迷
を
続
け
て
い

た
景
気
の
持
ち
直
し
を
示
す

経
済
指
標
の
動
き
が
あ
り
、

雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
傾

向
が
続
く
な
か
で
、
原
油
価

格
下
落
の
影
響
や
各
種
政
策

の
効
果
も
あ
い
ま
っ
て
、
緩

や
か
な
回
復
基
調
で
推
移
い

た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
米
国
金
利
の
先

高
観
な
ど
を
背
景
に
円
安
・
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企
業
の
海
外
展
開
を
は
じ

め
、
県
産
品
の
販
路
拡
大
が

一
層
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
が
10
月
に

大
筋
合
意
と
な
り
、
中
小
企

業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に

立
っ
て
事
業
展
開
す
る
上

で
、
今
後
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
私
が
こ
の
２
、３
年
の

間
、
特
に
感
じ
て
い
る
こ
と

は
、
日
本
と
世
界
経
済
が
よ

り
深
く
繋
が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
地
域
経
済
も

海
外
経
済
動
向
に
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
商
工
会
議
所
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

い
う
こ
と
も
意
識
し
な
が

ら
、
県
内
中
小
企
業
者
の
生

の
声
を
聴
取
し
、
正
確
な
現

場
把
握
に
努
め
、
潮
目
の
早

い
経
済
変
化
に
対
応
し
、
行

動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
県
連
合
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
関
係
団
体
や
行
政
機

関
等
と
の
連
携
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
更
に
強
化
し
、
よ

り
幅
広
く
情
報
を
収
集
・
提

供
し
て
い
く
と
と
も
に
、
各

会
議
所
か
ら
の
声
を
集
約

し
、
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
関
係

機
関
へ
の
提
言
、
要
望
活
動

な
ど
を
進
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
ま
た
、
中
小
企
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
地
域
経
済
が
再
び
活

力
あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
よ

　
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
就
任
以
来
、
県
民

中
心
、
市
町
村
重
視
の
県
政

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
今

後
も
現
場
主
義
を
徹
底
し
、

新
た
な
視
点
や
柔
軟
な
発
想

を
持
っ
て
、
県
政
の
推
進
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
記
録
的
な
豪
雨

と
な
っ
た
平
成
27
年
９
月
関

東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
、
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
、
住
宅
を

は
じ
め
、
店
舗
や
事
業
所
、

農
作
物
等
に
多
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
旧

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
昨
年

10
月
に
「
と
ち
ぎ
創
生
１い

ち
ご５

戦
略
」
を
策
定
し
、「
と
ち

ぎ
に
安
定
し
た
し
ご
と
を
つ

く
る
」、「
と
ち
ぎ
へ
の
新
し

い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」

な
ど
４
つ
の
基
本
目
標
を
設

定
す
る
と
と
も
に
、
目
標
達

成
に
向
け
た
15
の
戦
略
に
よ

り
、
と
ち
ぎ
の
未
来
創
生
に

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
参

り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら

５
年
間
の
県
政
の
基
本
指
針

と
な
る
「
と
ち
ぎ
元
気
発
信

プ
ラ
ン
（
仮
称
）」
の
策
定

を
進
め
て
お
り
、
本
県
の
目

指
す
将
来
像
「
人
も
地
域
も

真
に
輝
く

　
魅
力
あ
ふ
れ
る

元
気
な
“
と
ち
ぎ
”」
の
実

現
に
向
け
、「
強
み
を
生
か

す
成
長
戦
略
」
な
ど
５
つ
の

重
点
戦
略
に
よ
り
、
と
ち
ぎ

を
元
気
に
す
る
取
組
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
29
年
度
に

本
県
で
開
催
さ
れ
る
技
能
五

輪
全
国
大
会
・
全
国
ア
ビ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
２
０
２
０
年
に

開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
は
も
と
よ
り
、
そ

の
２
年
後
に
本
県
で
開
催
す

る
国
民
体
育
大
会
・
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
開
催
等
に

伴
う
様
々
な
波
及
効
果
を
本

県
の
活
性
化
に
結
び
付
け
て

い
く
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
地
誘

致
や
観
光
誘
客
な
ど
、
戦
略

的
な
取
組
を
展
開
し
て
参
り

ま
す
。

　
本
年
は
、
新
た
な
プ
ラ
ン

等
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
重
要

な
年
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、

誰
も
が
未
来
に
希
望
を
抱

き
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持

て
る
と
ち
ぎ
づ
く
り
に
全
力

を
傾
注
す
る
決
意
で
あ
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御
理

解
と
御
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
年
の
始
め
に
当
た
り
、
本

年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

ド
ル
高
が
進
み
、
株
式
市
場

に
お
い
て
は
バ
ブ
ル
期
以
来

の
好
調
な
推
移
と
な
り
、
自

動
車
産
業
な
ど
わ
が
国
の
主

力
輸
出
企
業
の
業
績
は
一
段

と
改
善
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
一
方
で
私
ど
も
商
工
会
議

所
会
員
企
業
の
一
部
か
ら

は
、
海
外
か
ら
の
輸
入
価
格

の
上
昇
に
よ
り
、
仕
入
れ
値

が
上
が
っ
て
い
る
た
め
利
益

は
上
が
ら
な
い
と
い
っ
た
声

も
聴
か
れ
る
な
ど
、
国
内
市

場
中
心
の
中
小
企
業
に
と
っ

て
は
大
き
な
痛
手
と
な
り
、

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
の

明
る
い
動
き
と
し
て
、
海
外

57
カ
国
76
カ
所
の
海
外
事
務

所
と
国
内
事
務
所
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
国
内

42
番
目
と
な
る
「
ジ
ェ
ト
ロ

栃
木
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
」

が
４
月
１
日
に
開
所
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
に
伴
い
、
国
内
市
場

の
拡
大
が
見
込
め
な
い
我
が

国
に
と
っ
て
は
、
海
外
へ
の

市
場
展
開
を
図
る
こ
と
が
叫

ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
回
の
貿
易
情
報
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
よ
り
、
県
内

う
、
相
変
わ
ら
ぬ
関
係
各
位

の
御
支
援
、
御
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま

し
て
本
年
が
希
望
に
満
ち
た

飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

平
成
28
年
新
年
知
事
あ
い
さ
つ

栃
木
県

�

知
事
　
福
　
田
　
富
　
一

に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、
今
回
の
教
訓
を
今
後
の

防
災
・
減
災
対
策
に
生
か

し
、
災
害
に
強
い
と
ち
ぎ
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
は
急
速
な

少
子
高
齢
化
の
進
行
と
人
口

減
少
と
い
う
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
課

題
に
直
面
し
て
お
り
、
国
と

地
方
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
、
将

来
に
わ
た
り
地
域
の
活
力
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、
中
長

期
的
な
視
点
に
立
ち
、
実
効

性
の
あ
る
取
組
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
い
年

が
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
８
月
に
栃
木
商
工
会
議

所
と
市
内
５
つ
の
商
工
会
の

皆
様
が
事
業
主
体
と
な
り
、

市
制
５
周
年
を
記
念
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発

売
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
商
業
施
設
で
使
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、
発
売
初
日

で
完
売
す
る
盛
況
ぶ
り
で
あ

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

大
い
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
の
大
通
り
を
会

場
と
し
た
「
蔵
の
街
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」
で
は
、
人
形
山

車
の
展
示
、
産
業
と
物
産

展
、
骨
董
市
、
着
物
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
多
彩
な
催
し
が
商

店
会
連
合
会
や
商
工
会
議
所

の
皆
様
を
中
心
に
実
施
さ

れ
、
例
年
以
上
の
人
出
で
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
９
月
の
豪
雨
に
よ

り
市
内
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
あ
ら

た
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
市
で
は
、
引
き
続
き
道

路
、
河
川
等
の
本
格
的
な
災

害
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
事
業
所
の
方
を
対
象

と
し
た
再
建
支
援
補
助
金
と

災
害
復
旧
資
金
融
資
に
係
る

利
子
補
助
金
の
制
度
を
ご
用

意
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
是

非
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
栃
木
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
北
に
位

置
す
る
「
千
塚
町
上
川
原
産

業
団
地
」
の
造
成
を
推
進

し
、
早
期
の
分
譲
開
始
を
念

頭
に
企
業
誘
致
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
企

業
の
育
成
支
援
、
創
業
支
援

の
た
め
の
各
種
支
援
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
今
春
、
栃
木
駅
南

に
「
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
」
が
開
院
い
た
し
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
働
け
る
生
活
環
境
の

実
現
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
市
制
５
周
年
を
記

念
し
て
、
市
の
歌
、
市
の
木

「
ト
チ
ノ
キ
」、
花
「
ア
ジ
サ

イ
」、
鳥
「
カ
モ
」
を
制
定

し
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と
ち
介
」

と
と
も
に
、
こ
う
し
た
市
の

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
新
し

い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
9
月
の
関
東
東
北
豪

雨
に
お
い
て
は
、
栃
木
市
内

の
多
く
の
地
域
で
冠
水
し
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
い
た
し

ま
し
た
。
建
設
業
界
は
、
業

界
一
丸
と
な
り
市
民
の
安
心

り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　「
人
づ
く
り
な
く
し
て
、

郷
土
づ
く
り
な
し
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
建
設
業

は
、
学
校
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
・
道
路
・
橋
等
を

造
る
仕
事
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
こ
の
先
何
十
年
も
残
り

ま
す
。
家
族
や
友
人
た
ち
に

『
こ
の
道
路
や
建
物
は
俺
が

携
わ
っ
た
ん
だ
』
と
胸
を
張

れ
る
や
り
が
い
に
満
ち
た
仕

事
で
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
成

28
年
の
新
春
を
健
や
か
に
、

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
申
年
。
私
は
昭
和

19
年
申
年
生
ま
れ
で
６
回
目

の
申
年
を
迎
え
、
体
調
に
き

づ
か
い
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ

若
く
あ
り
た
い
と
思
う
年
齢

で
あ
り
ま
す
。

　
申
年
と
は
、
西
暦
年
を
12

で
割
っ
た
際
に
余
り
が
出
な

い
と
し
、
本
来
の
読
み
は

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

栃
木
市

�

市
長
　
鈴
　
木
　
俊
　
美

シ
ン
ボ
ル
を
活
用
し
、
市
民

の
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
本
市
総
合
計
画

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
来

て
・
観
て
・
住
ん
で

　
あ
っ

た
か
“
と
ち
ぎ
”」
の
実
現

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

坂
本
産
業
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長

�

坂
　
本
　
邦
　
男

両
毛
印
刷
㈱
　
取
締
役
会
長

�

松
　
本
　
欣
　
也

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
堤

防
の
決
壊
箇
所
や
冠
水
し
た

地
域
に
建
設
機
器
や
人
員
を

動
員
し
、
被
害
の
拡
大
防
止

に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
今
後
も
建
設
業
界
は
、
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
都

市
・
河
川
・
道
路
等
の
環
境

保
全
や
美
化
活
動
等
に
対
し

積
極
的
に
協
力
す
る
等
、

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
に
取

　
今
後
も
引
き
続
き
、
建
設

業
の
特
性
を
活
か
し
地
域
社

会
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守

り
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
く

た
め
、
今
後
も
会
員
皆
様
と

情
報
交
換
を
行
い
、
地
域
社

会
発
展
の
た
め
努
力
を
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
結
び
に
会
員
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
と
共
に
会
員
企
業
各

位
の
更
な
る
発
展
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

『
し
ん
』。

　『
漢
書
・
律
歴
志
』
で

は
、「
申
堅
」
と
し
、「
草
木

が
伸
び
切
り
、
果
実
が
成
熟

し
て
堅
く
な
っ
て
い
く
状
態

を
表
す
」
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
私
ど
も
の
業
界
に
お

い
て
も
変
化
を
求
め
ら
れ
る

状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
昨
年
は
50
年
、

１
０
０
年
に
一
度
言
わ
れ
る

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
て
、
当
社

も
被
害
を
被
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
に
も
全
社
一
丸
と

な
っ
て
前
向
き
な
姿
勢
で
立

申
年
議
員
さ
ん 

今
年
の
抱
負
!!

申
年
生
ま
れ
の
議
員
さ
ん
に
ご
登
場
頂
き
、

今
年
の
抱
負
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
新
た

な
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
本
年
還
暦
を
迎
え

る
と
い
う
節
目
の
年
に
な
り

ま
す
。

　
還
暦
は
十
干
十
二
支
が
60

年
で
生
ま
れ
た
年
と
同
じ
干

支
に
戻
り
生
ま
れ
変
わ
る
と

い
う
意
味
で
す
の
で
、
私
も

初
心
に
立
ち
返
り
新
た
な
気

持
ち
で
社
業
に
取
り
組
む
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
社
会
全
体
が
急
激
な
ス

ピ
ー
ド
で
変
化
し
国
際
化
が

進
ん
で
い
る
中
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界
も
例
外
で
は
な

く
、
今
年
は
“
電
気
”
の
、

そ
し
て
来
年
に
は
“
ガ
ス
”

の
小
売
自
由
化
を
迎
え
る
予

定
で
あ
り
、
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
で
あ
る
当
社
に

と
っ
て
「
地
域
の
お
客
様
の

生
活
を
よ
り
快
適
な
も
の
に

し
た
い
」
と
い
う
ガ
ス
事
業

本
来
の
『
初
心
』
こ
そ
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
異
業
種

の
方
々
が
集
ま
る
商
工
会
議

所
会
員
と
の
情
報
交
換
や
研

修
事
業
に
積
極
的
に
参
加

し
、
会
社
運
営
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
で
地
域
活
性
化
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

初
心
に
戻
っ
て
…

栃
木
ガ
ス
㈱
　
取
締
役
社
長

�

後
　
藤
　
忠
　
之

　
去
る
12
月
14
日
、
市

内
に
お
い
て
、
栃
木

市
・
壬
生
町
若
年
者
就

職
面
接
会
を
54
企
業
参

加
の
も
と
開
催
し
た
。

　
こ
れ
は
、
事
業
所
と

求
職
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
栃
木
公
共
職
業
安

定
所
・
栃
木
市
・
壬
生

町
が
主
催
と
な
り
、
栃

木
地
区
雇
用
協
会
及
び

当
所
が
共
催
と
な
っ
て

実
施
し
た
も
の
。

　
今
回
の
対
象
者
は
、

来
年
３
月
に
大
学
院
、

　
当
所
で
は
、
個
人
事
業

所
で
青
色
申
告
を
さ
れ
て

い
る
方
の
、
決
算
書
と
確

定
申
告
書
作
成
指
導
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
自
身
で
作
成
が
困
難
と

思
わ
れ
る
方
々
の
た
め
に
、

派
遣
税
理
士
に
協
力
い
た
だ

き
、
低
廉
な
費
用
で
事
務
の

代
行
を
致
し
ま
す
。

　
去
る
12
月
７
日
、
市
内
に

お
い
て
、
平
成
27
年
度
常
議

員
会
・
臨
時
議
員
総
会
を
開

催
し
た
。

　
総
会
で
は
、
大
川
会
頭
の

挨
拶
後
、
７
月
に
イ
タ
リ
ア

に
て
開
催
さ
れ
た
、
当
所
産

業
振
興
（
６
次
化
産
業
）
推

進
研
究
会
共
催
に
よ
る
「
栃

木
県
地
酒
海
外
試
飲
会
」
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
係
規
程
制
定

常
議
員
会
・
臨
時
議
員
総
会

大
学
、
短
大
等
の
卒
業
予
定

者
と
、
概
ね
45
歳
未
満
の
求

職
者
、
の
べ
70
名
が
参
加
企

業
の
人
事
担
当
者
と
面
接
を

行
っ
た
。

開
催
風
景
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
上
映

さ
れ
た
。

　
次
に
、
大
川
会
頭
の
議
事

進
行
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
の
施
行
に
伴
い
、

「
特
定
個
人
情
報
を
含
む
個

人
情
報
保
護
方
針
の
一
部
改

正
」「
個
人
情
報
保
護
規
程

の
一
部
改
正
」「
特
定
個
人

情
報
保
護
規
程
の
制
定
」

「
外
部
委
託
管

理
規
程
の
一
部

改
正
」「
情
報

機
器
管
理
規
程

の
制
定
」
に
つ

い
て
詳
細
な
説

明
が
さ
れ
、
全

提
出
議
案
が
原

案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。
続

い
て
、「
栃
木

市
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
回

収
状
況
中
間
報

告
」「
と
ち
ぎ

山
車
祭
り
伝
承

会
か
ら
の
要

望
」
が
報
告
さ

れ
た
。

若
年
求
職
者
を
応
援
！

栃
木
市
・
壬
生
町
若
年
者

就
職
面
接
会
を
開
催

就職面接会開催風景

■
日
時

　
２
月
16
日
（
火
）

　
　
　
～
17
日
（
水
）
ま
で

　
　
午
前
９
時
か
ら
正
午

　
　
午
後
１
時
か
ら
４
時

■
場
所

　
当
所
会
議
室

※	

事
前
に
電
話
予
約
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
左
記
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
中
小
企
業
相
談
所

　
℡
23
‐
３
１
３
１

総会開催風景

ち
向
か
い
、
ま
た
多
く
の
人

た
ち
が
駆
け
つ
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
北
海
道

か
ら
九
州
、
全
国
か
ら
『
少

し
で
も
お
手
伝
い
し
た
い
』

と
、
仕
事
を
頂
き
ま
し
た
。

涙
が
出
る
ほ
ど
の
恩
を
忘
れ

ず
、
新
し
い
素
晴
ら
し
い
年

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
皆
様
の
ご

繁
栄
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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民
間
企
業
で
必
須
と

な
る
３
つ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
へ
の
対
応
（
個
人

番
号
の
収
集
、
個
人
番

号
の
保
管
、
帳
票
へ
の

記
入
と
行
政
機
関
な
ど

へ
の
提
出
）
の
う
ち
、

個
人
番
号
の
収
集
に
つ

い
て
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
下
で
は
、
社
会
保
障

と
税
に
関
す
る
書
類
に

個
人
番
号
を
記
載
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
民
間
企

業
は
、
源
泉
徴
収
票
な

ど
の
税
務
関
係
の
書
類

と
、
社
会
保
険
関
係
の

書
類
に
、
個
人
番
号
を

記
載
す
る
た
め
に
、
従

業
員
と
そ
の
扶
養
親
族

な
ど
の
個
人
番
号
を
収

集
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
支
払
調
書
を
提

出
す
る
取
引
を
行
っ
て

い
る
取
引
先
と
株
主
か

ら
も
、
個
人
番
号
を
収

集
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
個
人
番
号
の
提
供
を

本
人
か
ら
受
け
る
際
に

は
、
必
ず
①
番
号
確
認

と
②
身
元
確
認
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
社
内
の

誰
が
、
ど
の
よ
う
に
し

て
、
従
業
員
、
取
引

先
、
株
主
な
ど
か
ら
通

知
カ
ー
ド
や
運
転
免
許

証
な
ど
の
提
示
を
受
け

る
の
か
を
検
討
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
代
理
人
か
ら

提
供
を
受
け
る
場
合
に

は
、
①
代
理
権
の
確

認
、
②
代
理
人
の
身
元（
実

在
）
確
認
、
③
本
人
の
番

号
確
認
が
必
要
と
な
る
。

代
理
人
か
ら
提
供
を
受
け

る
場
合
の
典
型
的
な
例

は
、
国
民
年
金
の
第
３
号

被
保
険
者
関
係
届
を
、
従

業
員
を
通
じ
て
会
社
が
受

領
す
る
場
合
で
あ
る
。

　
な
お
、「
身
元
（
実
在
）

確
認
」（
運
転
免
許
証
・
旅
券

な
ど
の
確
認
）に
関
し
て
は
、

①
企
業
が
書
類
に
氏
名
・
住

所
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
印
字

し
て
配
布
し
、
そ
の
書
類
を

用
い
て
提
供
を
受
け
る
場

合
、
②
入
社
時
に
、
運
転
免

許
証
や
旅
券
な
ど
で
本
人
確

認
し
て
い
る
企
業
に
お
い

て
、
対
面
で
提
供
を
受
け
る

場
合
な
ど
、
③
一
度
本
人
確

認
し
た
同
一
の
者
か
ら
継
続

し
て
個
人
番
号
の
提
供
を
受

け
る
場
合
で
、
対
面
で
あ
る

場
合
な
ど
、
に
つ
い
て
は
不

要
と
な
る
。

　
従
業
員
、
取
引
先
、
株

主
が
多
数
に
上
る
企
業
に

お
い
て
は
、
本
人
確
認
の

事
務
負
担
が
非
常
に
重
く

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。（
牛
島
総
合
法
律
事
務

所
　
弁
護
士
・
影
島
広
泰
）

手間のかかる本人確認 例外を活用し
　　負担を少なく

解
説

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

＊企業サポート情報＊

商 工 法 律 相 談
日　時
　平成28年２月９日（火）
　午前10時～11時30分
相談員　弁護士

金　融　相　談
日　時
　平成28年２月12日（金）
　午前10時～午後4時
相談員
　日本政策金融公庫
　融資担当者

事前予約が必要となります。
中小企業相談所
℡２３－３１３１

　
先
ほ
ど
の
話
で
い
え

ば
、
欧
米
の
一
流
格
付

け
会
社
と
言
っ
た
と
こ

ろ
で
、
結
局
、
自
分
で

モ
ノ
づ
く
り
す
る
わ
け

で
も
、
異
文
化
を
知
り

尽
く
し
て
い
る
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
経
験

や
行
動
に
裏
打
ち
さ
れ

て
い
な
い
、
評
価
と
い

う
「
言
葉
」
を
発
信
し

て
も
、
結
局
は
信
用
を

棄
損
す
る
よ
う
な
顛
末

に
し
か
な
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。
渋
沢
栄
一
も

こ
の
点
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。

　《
孔
夫
子
の
時
、
す
で

に
こ
の
放
論
漫
説
の
弊

あ
り
。
爾じ

来ら
い

二
千
四
百

年
を
経
た
る
今
日
に

至
っ
て
は
、
世
界
各
国

言
論
の
世
と
な
り
、
言

責
を
貴
ぶ
と
い
う
も
の

の
、
そ
の
弊
や
は
な
は

だ
し
く
放
論
漫
説
に
流

る
る
が
ご
と
し
。
か
く

て
は
言
論
の
権
威
を
失

い
、
人
の
信
用
を
博
す

る
に
足
ら
ず
》

　《
自
己
の
意
見
を
世

上
に
披ひ

露ろ
う

す
る
た
め
に

は
、
雄
弁
宏こ

う

辞じ

を
揮
う

必
要
も
あ
ら
ん
。
孔
夫

子
の
弟
子
を
訓
戒
せ
ら

る
る
精
神
は
、
蓋
し
駄だ

法ぼ

ら螺
を
吹
い
て
は
な
ら

ぬ
。
人
に
貴
ぶ
所
の
も

の
は
弁
舌
で
は
な
く
行

い
で
あ
る
。
不
言
実
行

が
肝
要
だ
ぞ
と
い
う
に

あ
る
が
ご
と
し
》

　
言
葉
の
信
用
を
裏
づ

け
る
も
の
は
、
結
局
、

行
動
や
実
行
で
し
か
な

渋
沢
栄
一
と
『
論
語
』
を
ひ
も
解
く

～ 

後
　
編 

～

　
　���

古
者
、
言
を
出
だ
さ
ざ
る
は
、

　
　�

躬
の
逮
ば
ざ
る
を
恥
て
な
り

　
　���

君
子
は
言
に
訥
に
し
て
、

　
　�

行
な
い
に
敏
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す

�

（『
論
語
』
里
仁
篇
）

守��屋　　淳
（もりや・あつし）

昭和40年東京生まれ。大手書店勤務を経て独立。Webで［本］
のメルマガ、［書評］のメルマガを創刊、編集同人を務めて
いる。著書に『孫子・戦略・クラウゼヴィッツ』（プレジデ
ント社）、『最強の孫子』『活かす論語』（日本実業出版社）、
共著訳書に『中国古典の名言録』（東洋経済新報社）、講演
CDに『新説		孫子の兵法』『ビジネス版		三国志』（日経BP社）
など多数。
http://www.honmaga.net/

い
の
で
す
。

　
昨
今
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
の

マ
ス
コ
ミ
を
見
て
い

る
と
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
、
ア
ナ
リ
ス
ト
、

評
論
家
、
学
者
と
「
言

葉
ば
か
り
の
人
」
が
幅

を
利
か
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
筆
者
自
身
の

自
戒
で
も
あ
る
の
で
す

が
、
行
動
の
伴
わ
な
い

言
葉
は
、
家
局
、
そ
の

程
度
の
価
値
し
か
な

い
、
と
心
す
べ
き
も
の

な
の
で
し
ょ
う
。



（昭和43年２月２日）第３種郵便物許可⑼	 栃木商工会議所ニュース 	 平成28年１月10日発行

　県南地区のハローワーク（栃木・佐野・足利・小山）合
同で、障害のある方を対象にした合同面接会『とちぎ障害
者合同就職面接会』を開催します。

●日　　時　平成28年２月５日（金）
　　　　　　13時00分～16時00分
　　　　　　（受付開始12時30分～締切時間14時30分）
●場　　所　栃木商工会議所　大ホール
　　　　　　（栃木市片柳町2－1－46）
●対 象 者　県南地区での就職を希望する障害をお持ちの方
　お問い合わせ先　　ハローワーク栃木
　障害者担当　竹澤・野尻

電　話　０２８２－２２－４１３５
ＦＡＸ　０２８２－２３－４２８５

「とちぎ障害者合同就職面接会（県南会場）」
開催のお知らせ

　
今
年
で
９
回
目
を
迎
え
る

栃
木
の
雛
ま
つ
り
は
、
人
形

展
示
の
他
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
体
験
型
の
遊
べ

る
雛
ま
つ
り
と
し
企
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
様
々
な
参
加

特
典
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
第
９
回
あ
そ
雛
ま

つ
り
で
遊
び
な
ま
つ
り
（
遊

ん
で
く
だ
さ
い
）。

週
末
イ
ベ
ン
ト

２
月
21
日
（
日
）

　
お
ひ
な
様
ア
カ
デ
ミ
ー

２
月
27
日
（
土
）

　
お
と
な
の
お
雛
様
会

２
月
28
日
（
日
）

　
蔵
の
街
に
忍
者
現
わ
る
!?

３
月
５
日
（
土
）

　
桃
ノ
音
色

　
蔵
音
っ
と

３
月
６
日
（
日
）

　
と
ち
介
と
流
し
雛

　
保
育
園
児
に
よ
る
和
太
鼓

　
蔵
音
っ
と

　
人
力
車

　
マ
ル
シ
ェ

　【お
問
合
せ
先
】

　
と
ち
ぎ
の
雛
ま
つ
り

　
　
　
　
　
実
行
委
員
会

　
℡
23
‐
３
１
３
１

【
土
日
祝
日
の
お
問
合
せ
先
】

（
一
社
）
栃
木
市
観
光
協
会

　
℡
25
‐
２
３
５
６

蔵の街大通りに飾られる雛人形

昨年のおひな様アカデミー開催風景

＊栃木税務署からのお知らせ＊
平成27年分所得税等の確定申告会場は栃木商工会議所　大ホールです

来たけ～見たけ～食ったけ～
とちぎで、の～んびり

第９回

あそ雛
びな

まつり
期間　２月20日（土）～　　　

３月６日（日）まで開催　　　

＋ ＋

さらに便利に使いやすく
国税電子申告・納税システム

詳しくは、国税庁ホームページへ
（http://www.e-tax.nta.go.jp/）

ｅ－Ｔａｘならこんないいこと！

添付書類の
提出省略

還付が
スピーディー

確定申告期間中
24時間受付

　平成27年分の所得税及び復興特別所得税、贈与税、個人事業者の消費税及び地方消費税の申告相談
及び申告書の受付を下記のとおり行います。
　確定申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。申告書はご自分で作成し
て、できるだけお早めに提出してください。

※土・日曜日は開設しておりません。
※	開設期間中は栃木税務署庁舎では申告相談を行って

おりませんのでご注意ください。
※申告会場では現金納付の窓口業務は行いません。
※栃木商工会議所への直接のお問合せはご遠慮ください。
※	申告会場の駐車場は、混雑が予想されますので、お

車でのご来場はなるべくご遠慮ください。
【お問合せ先】栃木税務署　℡２２－０８８５（自動音声案内）

税務署による申告相談 税理士による
申告無料相談

会　　場 会　場　栃木商工会議所　大ホール
所在地　 栃木市片柳町２丁目１番46号

開設期間 平成28年２月16日（火）
～平成28年３月15日（火）

平成28年２月16日（火）
～平成28年３月10日（木）

受付時間 9：00～16：00 9：00～16：00



（昭和43年２月２日）第３種郵便物許可平成28年１月10日発行	 栃木商工会議所ニュース 	 ⑽

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。	
　平素は栃木商工会議所青年経営者会の活動に対
し、格別のご高配、ご厚情を賜り篤く御礼申しあげ
ます。
　さて、昨年９月に、栃木市において60年ぶりとい
われる豪雨被害が発生しました。被災された皆様に
対しまして、心よりお見舞いを申し上げます。会員
の中にも被災され、大変なご苦労をされた方がおら
れました。このような災害が発生した時に何ができ
るのか、何をするべきなのか考えさせられる大きな
出来事となりました。これを機に12月に「BCP（事
業継続計画）策定セミナー」を開催し、損害を最小
限に抑えつつ、中核のビジネスの継続や早急に復旧
するために、日頃の活動や緊急時の行動をまとめ、
あらかじめ計画を立て備えることの重要性を学んだ
ことは会員にとって大きな気づきを得るきっかけと
なりました。今後とも商工会議所事業と連携し、会
員企業の経営力強化のために積極的に啓蒙・活動し
ていく所存でございます。

　去る12月９日、宇都宮市の東武ホテルグランデに於いて、栃木県商工会
議所青年部連合会	第１回県連大会が開催され、県内各YEGから120名が参
加した。
　会はまず、栃木県商工会議所連合会	児玉会長の挨拶に続いて、日本商工
会議所青年部	伴会長（宇都宮YEG）、関東ブロック青年部連合会	川島会長

（日光YEG)からの来賓挨拶がなされ、研修会に入った。
　研修会では、㈱リンクスポーツエンターテイメント	代表取締役社長	田
眞吾氏より、「リンク栃木ブレックスの現状と未来」をテーマにした事例
発表と日光YEGメンバーより、「関東ブロック大会とちぎ日光大会を終え

て」をテーマにした講話が行われた。
　最後に、日本商工会議所青年部の歴代会長３名をお招きして「～YEGの
あるべき姿とは～」をテーマとしたパネルディスカッションが開催された。
　今回の事業に参加し、県内各地のYEGと交流と連携の輪を広げるととも
に、歴代会長をはじめとするYEGメンバーの熱意を感じることができた。
本大会に参加し、感じた熱意を、今後のYEG活動に役立てていきたいと思
う。

運営専務　須田　尚男

青年経営者会NEWS
る・じょーむ

● NO.337  平成28年１月10日発行   ● 編集／青年経営者会

パネルディスカッションの様子

児玉県青連会長の挨拶

　そして、今年度は当会の創立30年の節目の年にあ
たることから、２月27日には、創立30周年記念式
典を開催いたします。当会の歴史と伝統を築いてこ
られた先輩方や関係者の皆様へ敬意を表するととも
に、青年経済人として更なる研鑽を重ね、地域経済
の発展に積極的に取り組むことを発信する場にした
いと考えております。
　また、今年は申年、丙申に当たります。殷周時代
の金石文字では申は稲妻を意味し、「伸」すなわち
伸びるに通じており、一方「へい」と読む丙の字は、
活動が一段と発展し同時に衰退の兆しを含むことを
表しております。丙と申の組み合わせとなる今年は

「勢いよく発展しつつも衰退の兆しがあるため、有
頂天にならずに気を引き締めることが大事な年」と
言えるのではないでしょうか。
　アベノミクスの目指すデフレ不況脱却も、円安株
価高に支えられ順調に進んでおりますが、原油安、
世界経済の先行きの不安などにより若干の陰りがみ
えはじめました。政府の主導の様々な施策により経
過回復は続くと思われますが、地域を支える青年経
済人として、浮かれることなく足元をしっかりと固
め一歩ずつ前進していく一年にしていきたいと思い
ます。
　結びに、本年も当会の活動に深いご理解とご協力
を賜りますようお願いいたしますともに、皆様の
益々のご活躍と実りある年になることをお祈り申し
上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶
栃木商工会議所
青 年 経 営 者 会

会　長　谷中俊太郎

栃木県商工会議所青年部連合会　第１回県連大会に参加



平成27年度 優良従業員表彰のお知らせ
当所では、会員事業所に勤務する成績優良な従業員の方々に対し、事業主に代わって、商工会議所会頭が表彰を

行なっております。本年度は、下記表彰要領により実施いたします。
《表彰要領》

１．表彰を受けられる者　�栃木商工会議所の会員となっている事業所に勤務する従業員で、特に成績優良で他の模範と
認められた者。（①業務上の技術・技能が卓越している　②豊かな業務知識を有し、創意・工
夫・改善等を行っている　③後進の指導力に富み上司を助ける等して、業務向上に貢献した
者）※永年勤続表彰ではございません。

２．表 彰 人 員　一事業所での被表彰人数に制限は設けません。
３．勤 続 年 数　永年勤続表彰ではないため、特に勤務年数は定めません。
４．申請の方法　推薦書に所要事項を記入し捺印の上、負担金を添えて事務局まで提出して下さい。
５．負　担　金　表彰費用の一部として、被表彰者１名につき、1,000円
６．申 請 締 切　平成28年２月12日（金）までに負担金を添えて申込み下さい。
７．そ　の　他　（１）�表彰を申請できる会員は、当所所定の会費を既に払込み完了した者、又は年度内に払込

み、会員としての義務を果たす意志のある者。
　　　　　　　　（２）組合専従者の表彰申請は当該団体長名とします。

〔註〕�表彰状及び記念品（額）は平成28年３月に当所職員が各事業所へお届けいたしますので、被表彰者へ授与して
下さい。
その他詳しくは、栃木商工会議所事務局�23-3131�（総務課）までお問合せ下さい。

平成27年度 優良従業員被表彰者推薦書
ふ り が な

性別 生 年 月 日 採用年月日 勤 続 年 数 表 彰 事 由
氏名（楷書で正しく）

男・女
昭和

　 �・　・
平成

昭和
　 �・　・

平成
年　　ヶ月

男・女
昭和

　 �・　・
平成

昭和
　 �・　・

平成
年　　ヶ月

男・女
昭和

　 �・　・
平成

昭和
　 �・　・

平成
年　　ヶ月

男・女
昭和

　 �・　・
平成

昭和
　 �・　・

平成
年　　ヶ月

男・女
昭和

　 �・　・
平成

昭和
　 �・　・

平成
年　　ヶ月

き　り　と　り

上記の通り推薦します。

　平成�28�年　　　月　　　日

　栃木商工会議所会頭 大川吉弘 殿

所 在 地　　〒

事業所名

代表者名� ㊞

（連絡担当者）� （TEL）

№


